
大学教員 院生（現職教員）大学教員

院生（ストレートマスター） 院生（現職教員） 院生 他大学等の

院生 （ストレートマスター） 研究者・教員

日々の学び （ストレートマスター） 学校や地域を越え，研究や実践を

を振り返る 交流し共有する

週3日学校に

校長 教員 勤務し授業実践等 校長 校内で勤務 メンター教員

院生 教員 しながら研究

周辺の 院生（現職教員） （ストレートマスター） 院生（現職教員） 院生

学校の教員 大学教員 院生 （ストレートマスター）

（現職教員）

院生（ストレートマスター） 校内における授業実践の振り返り

連携協力校が抱える課題の解決

校内での研究成果を に向け，学校全体ないしは研究

広く関係者に公開 部で実践と省察を重ねる

載期間の延長などの特例的な措置を講じている自治体は，教職大学院設置後増加している。

（例：福井大学）

と研究を重ね実践を理論化

カンファレンスを通じて課題についての

教 職 大 学 院

大学教員

教職大学院

●教職大学院の特色

  教職大学院（専門職学位課程）は，これまでの教育系大学院（修士課程）と比較して次のような特色をもつ。

①理論と実践を融合した教育内容・方法であること。

②事例研究，模擬授業，授業観察，ロールプレーイング，フィールドワーク，双方向的・多方向的なディスカッションなど，実

　践的な指導法を用いること。そのために４割以上の実務家教員が必置とされていること。

③教育分野の高度専門職業人の養成に特化しているので，研究指導や修士論文は課されないこと。

④大学院の運営全般においてデマンドサイド（学校，教育委員会等）と連携すること。

⑤組織的なＦＤや外部評価，第三者評価など，普段の検証・改善システムを構築すること。

●教職採用における大学院在学者・進学者に対する特例

学校でのカンファレンス

ラウンドテーブル

　大学院在学や進学を理由に採用を辞退した者に対し，次年度以降の採用選考試験における特別選考の実施や，名簿登

協働研究カンファレンス

協定等
長期インターンシップ

公開研究会

連携協力校

インターンシップ
カンファレンス

集中講座や合同カンファレンス

追求を交流

学校での実践研究について，集中的に省察


